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課題名
Title アトラスＴＧＣの実機性能テスト

希望するシフト数
Beamtime Request

20 シフト
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Budget Request
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実験の要旨
Abstract

　ＬＨＣアトラス測定器において、前後方トリガー・ミューオンチェンバーはヒッグス粒子生成
イベント測定の鍵となる検出器であり、耐放射線損傷、高レート耐性、時間分解能等を考慮した
Thin Gap Chamber（以降ＴＧＣと略す）が用いられる。アトラス日本グループでは、平成１５年
迄に約１，１００台のＴＧＣを高エネルギー加速器研究機構、富士実験室にて製作をし、神戸大
学にて検査を行なった後ＣＥＲＮへ輸送する予定である。
　昨年度から実際のＴＧＣ大量生産設備の整備が始められ、本年４月からはこの大量生産設備の
試験運転を兼ねた大型ＴＧＣ実機製作を開始している。
　本実験に於ては、本年度製作した実機ＴＧＣの性能測定をおこない、これまでに検討・開発さ
れてきた生産設備をもちいたＴＧＣ製作方法の正当性の検証を行い、本年度後半より約３年間に
渡って行われる１、１００台のＴＧＣ大量生産へのフィードバックを行う。


